
風力発電所

コスモ石油グループは、事業活動が地球環境に影響を与える企業として、
さまざまな角度から環境負荷低減につながる活動に積極的に取り組んでいます。

グループが手がける再生可能エネルギー事業や環境保全型の技術開発を報告します。

コスモ石油グループは、第4次連結中期経営計画のもと、環境事

業を将来の収益の柱とするべく環境配慮型の事業展開と技術開発

に取り組んでいます。これまでの環境配慮型事業の取り組みとして

は2004年から山形県酒田市で風力発電事業（1,500kW 1基）を

行ってきましたが、今後の風力発電事業への本格参入の足掛かりと

して、風力発電事業者であるエコ・パワー（株）の株式を2010年3

月に取得しました。

エコ・パワー（株）は、日本における風力発電事業のパイオニアと

して、豊富な開発力・技術力を持ち、風況の良い東北・北海道に数多

くの風力発電設備を所有しています。

2010年3月末現在、コスモ石油グループが有する風力発電設備は、

基数131基、総発電能力148,510kWとなり、年間約15万トンのCO2

排出量を削減できる見込みです。

コスモ石油グループが挑む
未来の再生可能エネルギー技術

風力発電

エコ・パワー（株）
事業開発部

廣渡 圭

コスモ石油グループの一員として、循環型共生社会をめざします
風力発電は、年間を通じて風がよく吹く場所で事業を行っており、再生可能エネルギーのなかでも発電コストが安く、今後の発
展が見込まれています。しかし、日本特有の複雑な地形から発生する乱れた風や強い雷などの影響で故障が多いという問題
もあります。当社は2010年3月にコスモ石油グループの一員となりました。これによりコスモ石油が長年培ってきた設備管理
のノウハウと当社が蓄積してきた経験と知見を融合し、効率的な風力発電設備の運営に活かしていきたいと考えています。
今後も、国産エネルギーの確保やCO2排出量削減に貢献するとともに、風力発電設備の周辺地域の皆様と共存共栄でき
る企業をめざしていきます。

V o i c e

特 集   02

風力発電サイト一覧

総発電能力
148,510kW
全国131基

当発電所は、留萌市街を見渡す
高台にあり、日本海に面し、大きく
開けた風を受けて発電していま
す。平均風速10m/sにも達し、現
在、風車を徐々に増やしており、
留萌市の約23％の世帯分の電気
を供給しています。

礼受発電所・留萌風力発電所
総発電能力：5,360kW  設備：10基

青森県 岩屋ウィンドパーク
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コスモ石油は、NEDO＊事業に参画し、バイ

オ燃料の製造研究に取り組んでいます。この

製造研究では、木材などのバイオマス資源か

ら軽油に相当する石油製品を製造するBTL

（Biomass to Liquid）研究と、製紙会社の

日本製紙ケミカル（株）と連携しパルプ工場から

発生する黒液中の糖分を原料として発酵技術に

よりエタノールを製造する、バイオエタノール研

究を展開しています。 
＊（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構

近年、太陽電池の普及が拡大する中、その材料として

使用されるポリシリコン（高純度多結晶シリコン）の需

要も伸びています。コスモ石油では、太陽電池向けポリ

シリコン製造の事業化を視野に、従来の技術と比較して

大幅に製造コストを低減できる独自の製造技術の開発

を進めています。

コスモ石油は、ＵＡＥのアブダビ政府系機関であるＭＡＳＤＡＲ（アブ

ダビ・フューチャー・エナジー・カンパニー）および東京工業大学と共同

で、集光太陽熱発電技術開発のための研究を行っています。２００９年

１０月には、アブダビ首長国のマスダール・シティー内に集光量約１００

ｋＷのビームダウン型実証実験プ

ラントが完成し、現在は実証実験を

行っています。ビームダウン型の高

い集光性能が確認されましたが、事

業化に向けての課題抽出、高性能化、

低価格化の検討を行っています。

現在、日本のエネルギー構成の約半分を占める石油は、ほぼ全量を海外からの輸入に依存しています。一方、

化石燃料エネルギーの消費に伴い排出される二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスは、地球温暖化の要因の

ひとつといわれています。

この「エネルギーの安定供給」と「地球温

暖化への対応」を図っていく上で、CO2の

排出量が少なく、エネルギー源の多様化に

寄与する再生可能エネルギーは、これらの

課題を解決する重要なエネルギーといえ

ます。2010年6月に経済産業省が公表し

た「エネルギー基本計画」では、2020年ま

でに一次エネルギー供給に占める再生可

能エネルギーの割合を10%に引き上げる

と掲げています。この目標の実現に向けて、

今後さらに再生可能エネルギーの拡大が

見込まれています。

再生可能エネルギーでめざす「安定供給」と「地球温暖化防止」

集光太陽熱発電

太陽電池向けポリシリコンの製造

BTL・バイオエタノール

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,5003,000
（原油換算 万kl）

（年度）

太陽光発電　　風力発電　廃棄物発電＋バイオマス発電　バイオマス熱利用　その他

2005
（実績）

2010

2030

1,160万kl

1,910万kl
最大導入ケース

3,202万kl
最大導入ケース

（注1）京都議定書目標達成計画（2008年3月改訂）では、2010年度の導入量は1,560～1,910万kl
出所：総合資源エネルギー調査会 需給部会「長期エネルギー需給見通し」

新エネルギーの導入実績と見通し

高純度多結晶シリコンの研究開発

製造技術
開発中
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